




  代謝疾患に伴うミオパチーは種々知られているが、近年筋疾患における代謝、

あるいは内分泌に関して注目されるようになりその報告が多くなった。私たち

は、日常患者を診ていて、患児の肥満傾向の強いものと、委縮傾向の強いもの

とで病状進行の程度あるいは、経過が異なること、ステロイドホルモン投与で

筋力の増強あるいは生活能力の改善がみられたとの報告がみられること等よリ、

これら PMD 患児において、ステロイドホルモンの分泌動態をみることを考え、

昇温ガスクロマトグラフィーによって尿中副腎皮質ホルモンの分析を試みた。

PMD 患児と正常との差異については現在検討中である。


